
平成 29年度定期大会のご案内 

 今年度の定期大会は，慶應義塾大学日吉キャンパス内の来往舎での開催となりました。初日の8月8日午後には，講演

やワークショップからなる「地図学カレッジ」を開催いたします。9日・10日には，口頭・ポスター発表，地図・図書・

JpGU大会出展ポスターの展示に加えて，特別講演のほか，地図教育のシンポジウムや地図のアウトリーチに関する特別

セッションなど，バラエティに富む企画を用意しています。また，エントランスの展示スペースでは，今話題の３Ｄプロ

ジェクションマッピングのデモも見られます。なお，11日には東京の都市河川を船でめぐる水際巡検も企画されています。

どうぞお楽しみください。 

 

開催期日 

 平成29年8月8日（火）13:00～17:30，9日（水）9:30～19:45，10日（木）9:00～17:00，11日(祝)11:00～16:00巡検 

会場および会場へのアクセス 

会場 慶應義塾大学日吉キャンパス来往舎 〒223-8521 神奈川県横浜市港北区日吉4-1-1 

 アクセス 東急東横線・目黒線 / 横浜市営地下鉄グリーンライン「日吉」駅下車徒歩１分 

※下記地図もしくは，https://www.keio.ac.jp/ja/maps/hiyoshi.htmlをご参照下さい。 

          

大会参加費   

普通会員･特別会員団体構成員：2,000円  学生会員：1,000円  非会員：3,000円 

※ 参加費には発表論文・資料集代も含まれます。定期大会に参加されず，発表論文・資料集の購入を希望される会員 

には，一冊700円（送料込）で頒布します。 

※ ３日間ともに地図・図書展示，の見学は無料です。 

※ ８日開催の「地図学カレッジ」も原則無料です（ただし，資料代等の実費を頂戴する場合があります）。 

※ 10日午後の《特別セッション》に限り，慶應義塾関係者は無料になります。 

※ 懇親会費は5,000円 

 

その他・詳細についてのお問い合わせ先 

学会事務局  〒153-8522 東京都目黒区青葉台4-9-6 一般財団法人日本地図センター内 

        日本地図学会事務局  電話・FAX:03-3485-5410 

         E-mail:gakkai@jmc.or.jp ホームページ: http://jcacj.org 

来往舎 

日吉駅

来往舎 



 

プログラム 

 

会 場  受付・総合案内：来往舎1階エントランス 

第1会場（特別講演，口頭・ポスター発表，シンポジウム）： 来往舎1階シンポジウムスペース 

  第2会場（特別企画「地図学カレッジ」，評議員会）：来往舎2階大会議室 

第3会場（ポスター発表，地図・図書，JpGU大会出展ポスターの展示）：来往舎2階ギャラリー 

  第4会場（３Ｄプロジェクションマッピング）：来往舎1階イベントテラス 

  会員控室：来往舎2階中会議室 

  大会本部：来往舎2階小会議室 

懇親会会場：来往舎1階ファカルティラウンジ 

 

 

 

第1日 8月8日（火）13時00分〜17時30分 

 

地図・図書展示時間: 13時00分～17時00分 

時間 題目・氏名 
掲 載 

ページ 

 

 

13:05 

 

 

15:00 

 

 

16:15 

 

《特別企画》 13時00分～17時30分                    第2・4会場 ほか 

「地図学カレッジ」 

 地質図の読図 

芝原暁彦（元産総研地質調査所，地球技研） 

 

講演：世界図の歩み ―地図史の一側面― 

鈴木純子（元国立国会図書館） 

 

   ワークショップ：紙地図のデザインへミウラ折り変換を応用する 

     三浦公亮（東京大名誉教授）、齊藤忠光 

         ※ この講座のみ教材数の都合で定員が40名となります。ただし、参観だけは定員外で可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第2日 8月9日（水）9時30分〜19時45分 

*は登壇予定者 

時間 題目・氏名 
掲 載 

ページ 

 

9:30 

 

9:45 

 

10:00 

 

 

 

10:15 

 

10:30 

 

10:45 

 

 

 

11:00 

 

11:05 

 

 

 

 

 

11:10 

 

 

 

 

11:30 

 

 

 

 

12:40 

 

13:30 

 

 

《口頭発表1》9時30分～10時15分                       第1会場 

O-1 航海用海図から眺めた日本の沿岸域景観 －地理学習にも利用できるか？－ 

伊藤 等（東京農大・非） 

O-2 子どもの手描き地図の発達に関する研究 ―子どもの地図学の視点から― 

吉田和義（創価大） 

O-3 地理教育における地図学習としてのオリエンテーリング 

    小林岳人（千葉県立千葉高） 

 

《口頭発表2》10時15分～11時00分                       第1会場 

O-4 触地図案内板の設置状況 ―千葉県域を対象として― 

    石毛一郎（千葉県立佐原高） 

O-5 中国地図情報専門部会活動報告 

柴田健一（中国地図情報専門部会主査） 

O-6 擬似的な斜照法陰影を用いた「凸凹レリーフ地図」の特徴 

    鈴木敬子*・石川剛（東京地図研究社） 

 

《ポスター(一般発表)紹介》11時00分～11時10分                 第1会場 

P-1 地形表現方法に着目した茨城県北ジオパーク地図の再検討 

    今泉利架（茨城大・学生）・小荒井衛（茨城大） 

P-2 クイズ形式による城郭と地形のアウトリーチ 

―GISコミュニティにおける実践とその効果― 

    佐藤慧*・鈴木敬子・石川剛（東京地図研究社）・ 

山岸知世・司馬愛美子・土田雅代（ESRIジャパン） 

 

《地図・図書展示のデモ紹介》11時10分～11時25分                第1会場 

国土地理院  海上保安庁  日本水路協会  日本地図センター 

地図情報センター  古今書院  東京地図研究社  北海道地図 

ミウラオリラボ  石川初研究会 

 

《特別講演１》11時30分〜12時30分                       第1会場 

  高度精密測位時代の地図界への期待 

    神武直彦（慶應大） 

 

《昼休み》12時30分〜13時30分 

 

評議員会(12時40分～13時30分)                        第2会場 

 

《ポスター発表コアタイム，地図・図書展示デモ》13時30分～14時00分         第3会場 
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地図・図書展示時間: 9時30分〜18時00分 

 

 

 

 

第3日 8月10日（木）10時00分〜17時00分 

*は登壇予定者 
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15:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《特別講演２》14時00分～15時00分                       第1会場 

  地図を介した日独技術交流の歴史 

石原あえか（東京大） 

 

《シンポジウム》15時00分～18時00分                                        第1会場 

  地理必修時代に向けた地図の最前線 

   司 会  田村賢哉（伊能社中） 

招待講演 塚田野野子（東京地図研究社） 

基調講演 卜部勝彦（日本大） 

地図教育実践事例の紹介 

      吉田和義（創価大） 

            東野茂樹（葛飾区立水元中） 

河合豊明（品川女子学院） 

国土地理院としての地図と教育 

岡谷隆基（国土地理院） 

高校生による報告 

総合討論         

 

《懇親会》18時15分～19時45分                     ファカルティラウンジ 
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9:30 

 

9:45 

 

10:00 
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10:30 

 

《口頭発表3》 9時30分～10時15分                        第1会場 

O-7 茨城県南部の公立高校におけるスクールバス運行の特徴 

川田奈穂（日本大・院） 

O-8 駅への端末交通からみた駅勢圏の分析 ―東京都西南部の6区を事例として― 

    河崎樹里（日本大・院） 

O-9 現代の江戸切絵図の製作と応用的実践 

吉田桃子*（慶應大・院）・石川初（慶應大） 

 

《口頭発表4》10時15分～11時15分                       第1会場 

O-10 写真共有サービスの位置情報を用いた東京の外国人旅行者の観光スポット分析 

Bochra Bettaieb*・若林芳樹（首都大） 

O-11 世代による移動支援ツールの利用傾向と都市部認知地図の差異 

    新垣紀子*・戸田薫子（成城大） 
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地図・図書展示時間: 9時30分〜14時00分  
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O-12 集落地名の分布と時間的指標の考察 

菊池眞一（元日本水路協会） 

O-13 明治初期フランス地図測量技術導入とその後の20年―『地圖彩式』から明治26年 

『工兵操典』測量部まで― 

    細井將右 

 

《口頭発表5》11時15分～12時00分                       第1会場 

O-14 西欧で名も無く約70年写して刊行され続けた長久保赤水の改正日本輿地路程全図 

辻本元博（地球電磁気地球惑星圏学会） 

O-15 英国伊能小図の所在と世界中に日本の正しい形を伝えた英国海図 

    八島邦夫（日本水路協会） 

O-16 パリ国立公文書館資料にみるベルタン理論支援ツールキットの展開 

    森田喬（法政大） 

 

《昼休み》12時00分〜13時00分 

 

◆展示模型説明 12時30分～12時50分                           第4会場 

「３Dプロジェクション・マッピングで見る東京の地形」       

    芝原暁彦（元産業総合研究所，地球技研）・大道寺覚（ニシムラ精密模型） 

 

《ICC(国際地図学会議)2019 東京大会にむけて》13時00分〜13時30分         第1会場 

        森田喬（法政大，日本地図学会会長） 

 

《特別セッション》13時30分〜16時30分                      第1会場 

地図学のアウトリーチ専門部会・慶應義塾大学教養研究センター共催企画 

「デジタル標高地形データ」が生んだ凸凹「地形散歩」ブーム 

趣旨説明 司会  太田弘（専門部会主査，慶應普通部） 

    スリバチ地形の楽しみと地図利用 

             皆川典久（東京スリバチ学会 会長） 

    デジタル地形図で見る大阪の地形 

             新之介 (Shinkai Yusuke) （大阪高低差学会） 

    古地図とデジタル地図で見る東京の地形の楽しみ 

             今尾恵介（エッセイスト） 

    コメント１    尾関憲一（NHKチーフディレクター） 

    コメント２    石川 初  （慶應大） 

     総合討論  

    閉会のあいさつ  齊藤 忠光（専門部会副主査） 

 

《地図展優秀賞表彰式》16時30分〜17時00分                       第1会場 
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第4日 8月11日（金・祝）11時00分〜16時00分 

 

 

 

時間 題目・氏名 
掲 載 

ページ 

 

11:00 

 

《巡 検》 11時00分～16時00分                         東京都内 

「東京の水際地形巡検」 

 

 

 

 


